
 

  ４ 学校教育計画   

 

 
項  目 

 

 
目 標 ・ 方 針 及 び 計 画 

 

 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 

 

 

 

 

重点１ 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 

 

 

○教科指導をとおして、豊かな教養を身につけさせ、人間として調和のとれた発 

 達を目指す。 

○生徒の興味・関心、学習の習熟度合い等に配慮し、個性や能力の開発、学力の 

 伸長を図る。 

 

 

計画 

 

 

 

 

 

 

○学年毎に面接指導をはじめとする学習指導計画を作成し、生徒の能力・適性を把 

握し、家庭学習の習慣化に努める。 

○主体的・対話的で深い学びの実現のため、ＩＣＴ機器の積極的活用など、指導方法 

の改善に努める。 

○国語、数学、英語においては、多展開授業を実施し、より効果的な指導に努める。 

○課題研究や校外実習等に主体的に取り組ませ、科学的な考察力、データ処理能力、 

探究心を培う。 

 

 

(2) 

  

 

 

 

 

 

 

学校生活 

 

 

重点２ 

 

 

 

 

目標 

 

 

○自主自律の精神を基に、誠実で礼儀正しい人材の育成を目指す。 

○学習環境の整備に努め、家庭とも連携して、健康で安全な生活を送るために必要な 

 生活習慣の確立を図る。 

 

 

計画 

 

 

○生徒校風委員会の主体的な活動を通して、望ましい校風の醸成を図る。 

○保健に関する情報を発信し、健康保持や疾病予防のための自己管理に努めさせる。 

○情操教育の観点からも、校内外の環境美化に積極的に取り組ませる。 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路支援 

 

 

目標 

 

○自らの在り方・生き方を考えて、主体的に進路を選択することができるよう 

支援する。 

 

 

 

 

重点３ 

 

 

 

計画 

 

 

 

 

○第１学年では、高校での学習への円滑な移行を図り、自主的学習習慣を確立させる。 

第２学年では、自己の可能性の開発に当たるとともに、進路に関する自覚を促す。 

 第３学年では、学力の養成・伸長に努めるとともに、適切な進路の選択を支援する。 

○徹底した面接指導を通して進路意識の向上を図る。 

○保護者会やＰＴＡ研修会等をとおして、進路について保護者との連携を深める。 

 



 
項  目 

 

 
目 標 ・ 方 針 及 び 計 画 

 

 

(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動 

  

 

 

 

 重点４ 

 

 

   

 

 

 

 

目標 

 

 

 

○校訓「道義為之根」、「質実剛健」の気風を育み、豊かでゆとりある生活が送れ

るよう支援する。 

○豊かな情操を育てるために、読書の重要性を認識させ、生徒の意欲的な読書活動の 

推進を図る。 

 

 

計画 

 

 

 

 

 

 

○ホームルーム活動や生徒会活動においては、適切な指導助言のもと、生徒の自主 

的、自発的な企画運営を尊重する。 

○部活動においては、生徒の積極的な加入・参加を促すとともに、その実現のため 

活動環境の整備に配慮する。 

○授業、ホームルーム、総合的な学習の時間における読書指導を通して、読書習慣の定 

着を図る。 

○図書に関する情報を随時発信し、読書への関心を高める。 

 

 

(5) 

 

 

 

 

 

  

その他 

 

 

  重点５ 

 

 

 

目標 

 

 

○ 開かれた学校づくりに努め、地域との連携・交流を推進する。 

 

計画 

 

 

 

○学校評議員会、ＰＴＡ活動、同窓会活動、学校安全メールや学校ホームページなどを 

活用して、本校の教育活動を広く紹介するとともに、地域との連携を深める。 

○地域におけるボランティア活動等への積極的な参加を推進する。 

 

 


